
 

（続）聖教新聞の「諸法実相抄」解説他の不正を糺す！  ２０２６年６月６日 

牧口常三郎先生のご生誕日に思う現教学の不知恩 所沢市在住 創価高・大学４期 図斉修   

‐聖教新聞の「諸法実相抄」解説はなぜ、池田先生の本当の講義を理由も示さず無視し

文上の解釈に改変したのか？ 聖教新聞も池田先生のご指導「文底が説かれて仏法は完結」を

無視した邪義「教学要綱」と底意が同根である！ -  （以下、赤青字等、下線は図斉によります） 

私は5月17日、拙文 https://share.google/jOMUXeS1tkIFEg9pk を記し、聖教新聞ユニスタ

連載記事(学生部教学のページ)の「諸法実相抄」①～④につき以下記しました。  

―今回、連載5回の④番目の論述―「令法久住(正法を永遠に伝え残すこと)」のため(中略)

万人成仏の根本の法である南無妙法蓮華経を弘め抜かれたのが大聖人である―は、池田先生

の本当の講義「諸法実相抄講義」（池田大作全集第２４巻）に記述された文底の真義

「三大秘法の御本尊」の結論を外し、単に、南無妙法蓮華経だけを強調した文上の

不完全な作文である―と。 

 

そして、５月２６日の連載⑤番目を読み、またもや池田先生の本当の講義― 

「本門の本尊」御図顕が出世の本懐（同上３８頁）他―を全く無視し記していない。

これでは諸法実相抄の講義とは言えないと断言します。池田先生は―初代会長牧口常

三郎先生も常に本抄をとおして指導されたとうかがっております。第二代会長戸田城聖先生が

法華経は別にして、まず、私達数人に講義された御書は「諸法実相抄」でありました（同上１

４頁）―と。よって、聖教新聞の勝手な解説は、結論、三代会長のお心への不知恩、

違背の不正である！  

                ＊＊＊＊＊ 

 今回の聖教新聞も、なぜ、池田先生の本当のご指導を記さないのか！以下、その

主要な不正、三つを糺します。 
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上記、池田先生の本当のご指導（池田大作全集第２４巻）（以後、原本と記す）より― 

原本には、1.「かくの如く」の後に―虚空会は久遠元初の自受用身、日蓮大聖人の

ための儀式（９６頁） 2.（前記日蓮大聖人も）釈迦仏·多宝如来が残されたのは御本尊

（１００頁） 3. 地涌の菩薩は御謙遜、本地は久遠元初の自受用身如来（１１１頁）

と明記なのに、聖教新聞はこれらを無視している！ これでは、聖教新聞の使命を

果たしていると言えるのか！否！である。     2/22 



 

              ＊＊＊＊＊ 

別の論点。「本門の本尊」について、牧口先生は獄中訊問調書で以下答えられて

います。（牧口常三郎全集第10巻１８５頁、創価教育学会々長牧口常三郎に対する訊問調書抜粋よ

り）―問  創価教育学会の指導型念及目的は―に対し、牧口先生は、答 創価教育

学会の目的は規約要項第二条の以下であるとお答えです。―  

三大秘法とは本門の本尊、本門の戒壇、本門の題目の事でありまして、それは法

華経の寿量品の文底秘法（法―表記のママ、括弧で沈と。）の大法と日蓮聖人は申

されて居ります。此の三大秘法は本門の本尊である曼荼羅に総べての人が帰依する

事に依って具現する事になります―と。 

 

（私見）上記より、三大秘法、就中、本門の本尊が創価学会の根本であると拝せま

す。そして、池田先生の「原本」の以下ご指導は最重要文と拝します。― 

 

「本門の本尊」御図顕が出世の本懐（38頁） 

「法体の妙法蓮華経の五字を弘め給うのみならず、宝塔の中の二仏並座の儀式を

作り顕すべき人なし」 ―との御文の中に、本門の題目と本門の本尊を示されてお

ります。「法体の妙法蓮華経の五字を弘め給う」が、本門の題目を弘通されている

ことであります。「宝塔の中の二仏並座の犠式を作り顕す」は、本門の御本尊を建

立されることであります。もし、大聖人が、単に「南無妙法蓮華経」の題目流布の

みをもって本懐とされたとするならば、「妙法蓮華経の五字を弘め給うのみなら

ず、宝塔の中の二仏並座の儀式を作り顕す」とは言われなかったでありましょう。 

むしろ「宝塔の中の二仏並座の儀式」すなわち御本尊を顕されたところ

にこそ日蓮大聖人の出世の御本意があったことは、この文に明確にうか

がわれるのであります―と。 

 

上記より、今、聖教新聞が「諸法実相抄」の解説で、池田先生の本当のご指導―

「本門の本尊」御図顕が出世の本懐―を全く無視、題目に偏して解説

したことは、三代会長の真意とお心に反した忘恩、師敵対以外の何ものでもないと

断じます。そして、私は、池田先生の講義には記されていませんが、上記―むしろ

～御本尊～日蓮大聖人の出世の本懐―の文には、「本門の本尊」が本門の題目を含

んだ上位の「一大秘法」の原理を包含し、この文により「曾谷入道殿許御書」の

「一大秘法」を「本門の本尊」と拝せると考えます。（＊「一大秘法」についての

私見を、本稿９頁以降、さらに論述しました。） 

              ＊＊＊＊＊                   

 

別の論点。私は、１９６６年（昭和４１年）に、池田先生が高等部に対して講義さ

れた「諸法実相抄講義」（大白蓮華５、６，７月号掲載）を拝読しました。ここには、

１９７７年の講義「原本」（池田大作全集第２４巻に収録）とは少し異なる論点からの

ご指導があり、拝読し大感動致しました。その主要な文を以下に引用掲示します。

講義の冒頭から―「諸法実相」とは、文底から拝するならば三大秘法の御本尊それ

自体の事を言うのです―と。また―「南無妙法蓮華経 日蓮」とあります。南無妙

法蓮華経は法本尊、日蓮は人本尊で人法一箇―と。さらに―（趣意）釈迦はご本仏

の脇士と。この御書の結論が明記されています。        
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 釈尊の位置づけが明確である。また、宝塔の「儀式」を明確にされた御文。 

 

 釈迦を本尊とたてることは、まちがいである、と。また、釈迦は南無妙法蓮華経

のお使い、と明確。 
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  日蓮本仏を宣言された「教主釈尊より大事なる行者、日蓮」が引用。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御本尊を拝していけば、釈迦・多宝を自由自在に使っていけると。また、釈迦仏を

守ったのは、りっぱな仏にさせたのは凡夫僧の日蓮大聖人と。ここでも日蓮本仏が

明確である。            6/22 



 

 

 

（私見）ここでの講義は非常に重要であり、結論として、一大秘法の原理をご教示

であると拝しております。 

 

池田先生は―天台大師が諸法実相の深理、即ち究極は何かといえば、本有の妙法、

南無妙法蓮華経のことをいうのである―と明確にされ、それはまだ「理」であり、理

論上の一応の義に過ぎない―と。その上で、日蓮大聖人の三大秘法の御本尊を持つ

ことがほんとうの諸法実相であると明確にされ、御本尊の力によって妙法蓮華経を

会得できる―と、本迹相対をご教示です。 

 

 そして、―本門の本尊に本門の題目をあげきったときにはじめて本門の

妙法蓮華経の生命が湧現―と。この一文から、本門の題目も本門の本尊がなければ、

それは「理」だと解釈でき、それはさらに本門の題目は本門の本尊という一大秘法

に帰着するとの原理、即ち、三大秘法の集約である一大秘法（御本尊）の優位性を

含んでいるのだと拝しております。 

 

 このことについては、以下９頁以降でさらに私見を述べました。 
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以上、池田先生は、高等部への「諸法実相抄」の講義

の最後で、御文「大事の事ども」について―日蓮大聖人

が人本尊で、久遠元初の自受用身如来である―を明記な

のです。それを無視した今回の聖教新聞のユニスタは、

池田先生の本意を無視した、ただの勝手な作文！としか

言えない。これでは、「創価学会会憲」の―三代会長を

永遠の師匠と仰ぐ―にならない。 

 

こんな酷い作文を学会の未来を担う学生部に示して

はならない。なぜゆえ、池田先生の本当のご指導を学生

部に伝えないのか。私は、こんな不正を断じて認める訳

にはいかない！ 

 

 池田先生は御書を文上、文底、また、一往と再往とに、

しっかり講義されています。ゆえに私は、この度の聖教

新聞のこういう悪質な「だまし」は徹底的に暴かなけれ

ばならないと決意しました。また、これまで多くの教学近刊本を読み、結論、2010 年

以降の教学書は全て信用できないと断言します。右上の文は「諸法実相抄」の結論

です。そこにも、きちんと「文の底には」と明記です。それを、聖教新聞は弁えなけ

ればならない！ 池田先生の著作の変更、削除、改竄については、親友中村誠氏の

以下の著作をご参考下さい。「釈尊が舵を取る創価の船？ 『創価学会教学要綱』を中心にし

た異様な書物群」  :  2010 年以前の池田名誉会長の著書との徹底比較検証  | 中村誠  | 

Amazon https://share.google/HEkdk0sVy3j1kOxjI        8/22 

https://share.google/HEkdk0sVy3j1kOxjI


 

別の論点。本拙文の 2 頁と 6 頁で「一大秘法」についての私見を少し述べました

が、ここで、池田先生の他の御書講義に記述の三大秘法と一大秘法のご指導を通し、

三大秘法の御本尊について記さない聖教新聞について、更に破邪顕正します。 

「開目抄」講義 (池田大作全集第 24 巻)には― 開目とは盲目を開く義     

本抄は、日蓮大聖人こそが、末法の御本仏すなわち「人本尊」であられるという御

内証を明確に宣言された重要な御書である。その翌年の、文永十年（一二七三年）

には、同じく佐渡の国において法本尊開顕の書、すなわち「観心本尊抄」を著され

ていることに末法永遠にわたる人法一箇の大御本尊御建立への理論的基盤が整った

といえる。（中略）御書を拝読する場合「一往・再往」という立て方がある。更に

「総・別」「文上・文底」「三重秘伝」「四重興廃」「五重相対」という大変深い次元

のとらえ方がある。こうした規範、原理を基に、仏教のあらゆる法門を理論的系統

的に明確に把握し、その高低、浅深を分析していけば、その最高峰は、南無妙法蓮

華経の大御本尊という一大秘法になってくる。その一大秘法を開けば三大秘

法となり、それを更に聞いていけば八万法蔵の仏教全体へと広がっていくのであ

る。南無妙法蓮華経は、いわば、全仏法の根本、そして成仏の根本の法であり、こ

の妙法によってのみ、一切の仏は成仏したのである―と。 

「観心本尊抄講義」 (池田大作全集第 24 巻)には―              

三大秘法に配して「観心の本尊」を拝するならば、御本尊それ自体が本門の本尊で

あり、御本尊を信受し唱える題目は本門の題目、御本尊所住の所が本門の戒壇であ

りますが、この三大秘法も究極するところは「観心の本尊」の一大秘法に収ま

ることを知らなければなりません。すなわち、本門の本尊とは、久遠元初自受用

報身としての生命それ自体であり、本門の題目は、この無作三身の生命の宝号たる

南無妙法蓮華経であります。すでに挙げた「法華経の題目を以て本尊とすべし」と

の「本尊問答抄」の御文に照らしても明白であります。（中略）釈迦仏、多宝仏を

脇士とし、更に上行等の四菩薩を釈迦仏、多宝仏の脇士としている久遠元初の仏を

中心にした戒壇即本尊は正像に未曾有であり、これが大聖人御建立の「観心の本

尊」なのであります。この御本尊が即事の戒壇であるという深義については、すで

に日達上人が明確にお説きくださっているとおりであります。大御本尊を三大

秘法総在の御本尊と申し上げ、三大秘法といえども一大秘法に帰着すると

言われるゆえんは、ここに存するのであります―と。 

                                    

（私見）池田先生は「原本」14 頁で―人法両面から、末法一切衆生の尊敬すべき根

本を明かされたことは人本尊開顕の書たる「開目抄」、法本尊開顕の書たる「観心

本尊抄」の結論が、ともに、この一書の中に包含されていると、私には拝せられる

のであります―と。 

このご指導から、今回の聖教新聞のユニスタの記述が、いかに上記、池田先生の

本当のご指導―南無妙法蓮華経の大御本尊という一大秘法―に違背しているか明ら

かです。そしてそれは、結論、「教学要綱」の根本的邪義―創価学会は、大聖人が

覚知し説き示された一大秘法である「南無妙法蓮華経」を法宝として尊崇（158 頁）

―と同根の不正であると断定できます。続いて、2 頁と 6 頁で述べた一大秘法につ

いての論述、その他を通して以下詳述します。  
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 私は、本拙文2頁で以下記しました。― （原本）には 

「宝塔の中の二仏並座の犠式を作り顕す」は、本門の御本尊を建立されることで

あります。もし、大聖人が、単に「南無妙法蓮華経」の題目流布のみをもって本懐

とされたとするならば、「妙法蓮華経の五字を弘め給うのみならず、宝塔の中の二

仏並座の儀式を作り顕す」とは言われなかったでありましょう。むしろ「宝塔の中

の二仏並座の儀式」すなわち御本尊を顕されたところにこそ、日蓮大聖人の出世の

御本意があったことは、この文に明確にうかがわれるのであります―とあります。 

 

池田先生の講義には記されていませんが、私は、上記―むしろ～御本尊～日蓮大

聖人の出世の御本意―の文には、「本門の本尊」が本門の題目を含んだ上位の概念

「一大秘法」の原理があり、この文により「曾谷入道殿許御書」の「一大秘法」を

「本門の本尊」と拝せると考えています―と。 

 

また、6頁で以下記しました。― 

 池田先生は―天台大師が諸法実相の深理、即ち究極は何かといえば、本有の妙法、

南無妙法蓮華経のことをいうのである―と明確にされ、それはまだ「理」であり、理

論上の一応の義に過ぎない―と。その上で、日蓮大聖人の三大秘法の御本尊を持つ

ことが、ほんとうの諸法実相と明確にされ、御本尊の力によって妙法蓮華経を会得

できる―と、本迹相対をご教示です。そして、―本門の本尊に本門の題目をあげき

ったときにはじめて、本門の妙法蓮華経の生命が湧現―と。 

 

この文脈から、本門の題目も本門の本尊がなければ、それは「理」だと解釈でき、

それはさらに、本門の題目は本門の本尊という一大秘法に帰着するとの原理、即

ち、三大秘法の集約である一大秘法の優位性を含んでいるのだと拝しております―

と。 

                        ＊＊＊ 

 また別件、私は、昨年 4 月 2 日に拙文―戸田先生のご指導とも大違背の「新版 

法華経方便品・自我偈講義」の邪説－を記し、その 43－44 頁に、三大秘法と一大

秘法について、戸田城聖全集のご指導を引用し私見を記しました。また、また 45－

49 頁には、ある学会員の考察が非常に分かり易いので掲載しています。正論と拝し

ています。ご参考下さい。 https://share.google/QyfOUjtjPR4M56JeM ― 

（43－44頁の私見）「教学要綱」は―三宝の法宝は「御本尊」を削除して「南無妙法蓮

華経」 に変更し（１５６頁）、一大秘法も「本門の本尊」を「南無妙法蓮華経」に変更（１５８

頁）。また、それ等全てに理由がない。以下反証します。（なお、「教学要綱」の重大な不

正・邪義１７については https://share.google/XZYkgCHZOy3CZ7eBO をご参考下さい。）  
  

戸田先生はー 

「仏法には三宝といいまして、仏の宝、法の宝、僧の宝がかならずなければなりません。

（中略）法華経の迹門では、仏宝は始成の釈尊、法宝は法華経、僧宝は普賢文殊菩薩とな

ります。（中略）これに対して、ただ一つ日蓮大聖人の正法正義では、法宝は三大秘法の南

無妙法蓮華経、仏宝は全世界でただお一人、南無妙法蓮華経を弘められた久遠元初自

受用報身たる御本仏日蓮大聖人、僧宝は日蓮大聖人の仏法を正しく承継された御開山日

興上人となっているのであります。 
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しかるに、邪宗日蓮宗のやからは、文上の釈尊を仏宝とし、法宝をば南無妙法蓮華経、

僧宝をば日蓮大菩薩とし、人即法の法理を無視した邪説を唱え、仏法の根幹を誤るがゆえ

に、一切の法を誤り、功徳がないどころか大罰をまねいている現状であります。これ恐ろしき

日本の仏法の乱れであります。（戸田城聖全集第 5 巻２６４頁） 

また、「南無妙法蓮華経とは一大秘法で、これを開いては三大秘法となる。三大秘法合し

てまた一大秘法となる。一大秘法とは、本門の本尊であり、この本門の本尊をひらければ、

本門の本尊、本門の題目、本門の戒壇となる。又この本門の本尊、本門の題目、本門の戒

壇を合すれば、一大秘法たる本門の本尊となる」（第 3 巻 253 頁） 

 

さらに、「南無妙法蓮華経と唱題するなかに三秘が備わっているというごとき

は(略)儚き邪宗の教学である」(第４巻２６６頁) 。―この論述は、昭和３０年３月１１日の小

樽問答を終えての戸田先生のご指導です。（３月１３日の「小樽問答誌」掲載） ＊三秘とは

三大秘法のこと。 

 

（私見）これは戸田先生の日蓮宗身延派への破邪顕正の獅子吼で、「教学要綱」が一大

秘法も「本門の本尊」を突如「南無妙法蓮華経」に変更したことへの誤りを、完全に破折され

ていると拝します。つまり、題目である南無妙法蓮華経に三秘が集約されるとした身延派へ

の破折です。これは、現在にも当てはまるご指導でございます。 

                        

そして―「大聖人の法門に一大秘法、三大秘法、六大秘法の開合ということがある。一大

秘法とは南無妙法蓮華経の本尊で、この一大秘法を開いて三大秘法となる。三大秘法とは、

この本尊に向かって唱題したてまつり題目と、この本尊のおわす場所たる戒壇である。すな

わち本尊、題目、戒壇が三大秘法で、この三大秘法を開けば六大秘法となる。六大秘法と

は、本尊に法本尊あり、人本尊あり、題目に信の題目、行の題目あり、戒壇に義の戒壇、事

の戒壇がある。この六大秘法合して三大秘法となり、三大秘法合して一大秘法となる。」（第

6 巻開目抄講義 312 頁） 

また、全集第７巻６４頁で、戸田先生は「観心本尊抄」について、次のように記されていま

す。この論述は本門の本尊が一大秘法であることを述べられていると拝しております。その

記述は―当抄の題号に多くの意を含む。いま日寛上人の御釈を略して示す。 

１．三大秘法を含む。―「如来滅後五の五百歳に始む」とはすなわち正像未弘の意である。

「観心」の二字はすなわち題目である。そのゆえは本門の題目とは、ただ本門の本尊を信じ

て南無妙法蓮華経と唱えたてまつることであり、今この観心もまた本尊を信じて南無妙法蓮

華経と唱える義であるから、観心即題目である。本尊の二字はまさしくこれ本門の本尊であ

り、その本尊初住のところは本門の戒壇である。ゆえに当抄の題号は正像未弘の三大秘法

抄である。 

５．決定作仏の義を含む―如来滅後五五百歳に「始む」とは、すなわち末法下種の教主・本

地自行の真仏無上の仏力である。「本尊」とはすなわち久遠元初自証の本法・尊無過上の

法力である。「観心」とはわれら衆生が本尊を信じたてまつり、南無妙法蓮華経と唱うる義で

あるから、信力、行力ではないか。信力・行力・仏力・法力とは決定成仏の義をあらわすの

である。 （中略）鳳凰は樹を選んで栖み、賢人は主を選んで仕えるという。仏法を学ぶ者が

どうして、本尊を選ばないで信行できようか。    11/22 



 

もし正しい本尊でなければ、たとえ信力・行力を励んでも仏種を成ずることはできない。

当抄をよくよく拝して、法華経文上・熟脱教相の本尊を簡別し、下種観心の本尊を肝に銘

ずべきである。     

この御本尊は三世の諸仏の御師であり、八万宝蔵の肝心であり、正中の正鏡、妙中の妙

鏡である。ゆえにこの御本尊を一念も信解する功徳は五十展転の功徳にも超え、「妙法経

力、即身成仏」といわれるのである。ゆえにこの御本尊は最極無上の尊体であらせられ、尊

無過上の力用があらせられるのである。末法の今日において仏道を修行せんとする者は、

すべからく信力・行力の観心を励むべきである。―と。  

（私見）戸田先生の上記ご指導は、本門の御本尊が根本であり、それを拝して、観心であ

る題目「南無妙法蓮華経」を唱えることが大事であるとの意であり、即ち、三大秘法は一大

秘法である「本門の本尊」に収まるとの意義が、ここに記されていると拝します。－と。 

                 ＊＊＊ 

また、別件、私は、上記多くの私見を持ちながら、御書本文と日蓮大聖人御書講

義第19巻「曽谷入道殿許御書」を拝しました。                        

曽谷入道殿許御書に記述の「一大秘法」について―御書全集１０３０頁、新版１３９７頁

には― 大覚世尊、仏眼をもって末法を鑑知し、この逆・謗の二罪を対治せしめん

がために一大秘法を留め置きたもう。いわゆる、法華経本門久成の釈尊、宝浄世界

の多宝仏、高さ五百由旬・広さ二百五十由旬の大宝塔の中において二仏座を並べし

こと、あたかも日月のごとく、十方分身の諸仏は、高さ五百由旬の宝樹の下に五由

旬の師子の座を並べ敷き、衆星のごとく四百万億那由他の大地に列坐したもう。三

仏の二会に充満したもうの儀式は、華厳寂場の華蔵世界にも勝れ、真言両界の千二

百余尊にも超えたり。一切世間眼は、この大会において、六難九易を挙げて法華経

を流通せんと諸の大菩薩を諌暁せしむ―と。 

日蓮大聖人御書講義第１９巻 １８９頁には―（通解）今、まのあたりにこの国

を見聞するに、人ごとに五逆と誘法の二罪を犯している。このような大悪人は大覚

世尊は仏眼をもって末法を見通され、この五逆と誘法の二罪を対治されるために一

大秘法を留め置かれたのである。いわゆる法華経本門久遠実成の釈尊と宝浄世界の

多宝仏が、高さ五百由旬、広さ二百五十由旬の大宝塔の中に・おいて並坐したこと

は、ちょうど日と月のようなものであり、十方分身の諸仏は高さ五百由旬の宝樹の

下に五由旬の師子の座を並べ敷き、多くの星のように列座されたのである。四百万

億那由他の大地に釈迦仏・多宝仏・十方分身の諸仏の三仏が虚空と霊鷲山の二つの

会座に充満された儀式は、華厳経の 寂滅道場の華蔵世界にも勝れ、真言の胎蔵・

金剛両部の千二百余尊にも超えており、一切世間の眼というべき姿であった―と。 

２１１頁には―（講義）釈尊が「逆・誘の二罪」を対治する一大秘法を留めたこ

とを具体的にあらわしているのは、法華経の提婆達多品と不軽菩薩品である。すな

わち、提婆達多品では、五逆罪のうち、破和合僧、出仏身血、殺阿羅漢の三逆罪ま

で犯し生きながら 無間地獄に堕ちた提婆達多について、その過去の因縁を明かす

とともに、未来に天王如来となる、との成仏の記別を説いたのである。また、不軽

菩薩品では、釈尊が遠い過去世に不軽菩薩として二十四文字の法華経を弘めた際、

これを誹謗した衆生が、その後、無間地獄に堕ち、罪障消滅の後、逆縁の功徳で再

び不軽(釈尊)に会い、この法華経の会座に跋陀婆羅等として列なっていることを明か

している。            12/22 



 

これは、謗法の衆生を救うことのできる妙法の功力を明かしているのである。 

つまり、こうした提婆達多品や不軽品の説法は、法華経に説く法体(一大秘法)が、

五逆と謗法の衆生の充満する末法をも救うことができることをあらわしているので

ある―と。 

２１５頁には―（講義）末法弘通のために、本化地涌の菩薩の上首上行菩薩に付

嘱された法について述べられている。それは法華経の肝要たる妙法蓮華経であり、

名体宗用教の五重玄であると示されている。妙法蓮華経は、単に法華経の題名であ

るのではなく、法華経の体であり、五重玄を具えた法である。これを日蓮大聖人

は、外用の辺では上行の再誕、内証深秘の辺では久遠元初自受用報身の再誕として

末法に出現され、本門の本尊、本門の戒壇、本門の題目の三大秘法として御建立に

なった。この三大秘法は本門戒壇の大御本尊に帰着するので、前

記のように「一大秘法」と称されるのである－と。  ＊＊＊ 

 （私見）上記、日蓮大聖人御書講義には、―三大秘法は本門戒壇の大御本尊に帰

着するので、前記のように「一大秘法」と称される―と、一大秘法が御本尊と明

確です。それを無視したのが、今回の聖教新聞の諸法実相抄の作文なのです！ 

 

そして上記の講義より、私が前述した論考―（趣意）池田先生の（原本）には本門

の題目は本門の本尊という一大秘法に帰着するとの原理、即ち、三大秘法の集約

である一大秘法の優位性を含んでいるのだと拝しております（本拙文 9 頁）―も、

正当性があると考えます。 

 

               ＊＊＊＊＊ 

（結論）以上、これまでの論述を踏まえ、私は、今回のユニスタ「諸法実相抄」の解説は、

池田先生が「原本」で、何回もご教示、ご指導された三大秘法の御本尊を全く無視し

ただましの作文である！また、ユニスタは、過日、私が指摘した「教学要綱」１７箇所（＊）の

不正の１６番―創価学会は大聖人が覚知し説き示された一大秘法である「南無妙法

蓮華経」を法宝として尊崇（１５８頁）―との邪義と、まさに同根であると！断じます。 

 

そしてさらに、私は、ユニスタが御本尊を軽視したのは、過日、私がその不正を指摘した

池田先生の「法華経 方便品・寿量品講義」を７７箇所（＊＊）も変更、削除、改竄した「新

版法華経方便品・自我偈講義」の１０箇所にも及ぶ御本尊についての記述の削除
と、底意が同じ、同根であると断じます。なお、その１０箇所については、文末（１６頁以降）に

まとめて掲載しましたのでご参考下さい。まさに言語道断の削除、改竄の作文集です。 

 
（＊１７箇所の１６番目については、拙文 https://share.google/GDOcjCy25oTd57PTY の２１

頁、また、＊＊７７箇所については２５頁以降に75箇所。76番目は10頁、77番目は48頁に記し

置きました。ご参考下さい。） 
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池田先生の本当のご指導「原本」７７頁には― 

この「釈尊久遠の弟子」の「釈尊」とは、一往は法華経本門の教主釈尊でありますが、再

往の辺を拝すれば、久遠元初の自受用報身如来であり、末法御本仏日蓮大聖人でありま

す。日蓮大聖人は、久遠よりこのかた、地涌の菩薩を教化してこられたという意味です。 

 以上のことを結論づければ、日蓮大聖人と同意ならば、地涌の菩薩であることは決定的で

あり、それはそのまま日蓮大聖人の本眷属なのであります。この御文を、現実社会において

読まれた方が、初代会長牧口先生であり、二代会長戸田先生であった。戸田先生は、獄中

において、自ら地涌の菩薩の眷属であり、御本仏日蓮大聖人の本眷属であるとの自覚に立

たれたのです。 

 

 私達は、この戸田先生という偉大な人格をとおして日蓮大聖人の仏法を知り、広布の道を

進むことができるようになったのです。この妙法広布に生きる人がいかに尊いかは、あまりに

も明瞭であります。またそうした人々に対して、いかばかりか御本仏の御称賛があることでしょ

うか。 

 

 さて、この「釈尊久遠の弟子」ということを生命論のうえから言えば、「釈尊」とは我が生命の

内なる釈尊であり、南無妙法蓮華経如来であります。地涌の菩薩が、釈尊の久遠の弟子で

あるということは、上行、無辺行、浄行、安立行等の地涌の生命が、奥底の南無妙法蓮華

経如来という本源に根ざした働きであることをあらわしているのであります―と。 

 

 また、９９頁の以下も再読しました。― 

 

 如是我聞ということは、ただ単に聞いたというような簡単な言葉ではない。もっとずっと強い

主張が込められています。天台大師は『法華文句』で「我聞とは能持の人」であると述べて

いる。つまり「仏法の教えの真髄はこうだと私は確信する。したがって、この経文のとおりに仏

法を実践し、身をもってこの経文を証明していきます」といった決意が込められた言葉です。 

 日蓮大聖人も「釈迦仏・多宝仏・未来・日本国の一切衆生のために・とどめをき給ふ処の

妙法蓮華経なり」と如是我聞されたと仰せられております。 

 

 ゆえに妙法流布のために、種々の大難を受けて法華経を証明され、末法万年の一切衆

生のために、御本尊をお遺しくださったのです。この日蓮大聖人の仏法を、私達のため

にとどめおかれた人間革命と世界平和の根本法であると、信徒の立場で如是我聞されたの

が、まさしく牧口初代会長であり、戸田二代会長でありました。如是我聞されたがゆえに、広

宣流布のために獄中で亡くなられ、また生き抜かれたのであります。これこそ、学会精神の

骨髄中の骨髄であることを生命に刻み込んでいただきたいのであります。―と。  

 

                       ＊＊＊ 

 

上記、御本尊様の意義、そして、牧口·戸田·池田三代会長の真実と偉大さを、この度の

聖教新聞ユニスタは無視し、南無妙法蓮華経の意義ばかりを偏重している！人法一箇の

御本尊、日蓮大聖人即御本尊、日蓮大聖人即久遠元初の自受用身如来を無視し、記さ

ない作文は、池田先生の本当のご指導への不知恩、反逆以外の何ものでもない！ 
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そして、４１頁には― 

 

 南無妙法蓮華経とは日蓮大聖人の御生命そのものであり、ゆえに大聖人

は、十方三世の諸仏を動かしていく当体であられる。私どもも御本尊を受持するこ

とによって、あらゆる仏、菩薩を動かしていくことができるのです。私どもには、

なんと偉大な境涯の海が開けていることでありましょうか。本当の信力、行力を貫

いていけば、「当体義抄文段」に「我等、妙法の力用に依って即蓮祖

大聖人と顕るるなり」(文段集六七六円 l ) とあるごとく、大聖人の生命

が浪々とわいてくるのであります―と。 

 

 （私見）上記は、「諸法実相抄」の結論と拝します。そして、―我等、妙法の力用に依っ

て即蓮祖大聖人と顕るるなり―とは、日蓮仏法の究極であり、私たちひとりひとり

がどれほど尊厳であるかを宣言された御文であり、池田先生のご指導なのです。  

つまり、私たち一人一人の生命自体が諸法実相＝御本尊であるとの宣言の御書が

「諸法実相抄」であるのです。この深義を聖教新聞は伝えるべきなのです！それを

しないユニスタは池田先生のお心に違背したとしか言いようがない！読者、特に、

学生部に池田先生の本当のご指導を伝えることこそがユニスタの使命である！それ

を怠った罪は大きい！ 

＊＊＊ 

 最後に、親友中村誠氏より、以下の玉稿を頂きました。完璧な正論と拝します。― 

 

諸法実相抄に関してですが、最重な項目は、「されば釈迦・多宝の二仏と云うも用の仏な

り、妙法蓮華経こそ本仏にては御座候へ、経に云く「如来秘密神通之力」是なり、如来秘密

は体の三身にして本仏なり、神通之力は用の三身にして迹仏ぞかし、凡夫は体の三身にし

て本仏ぞかし、仏は用の三身にして迹仏なり」の御文です。 

 

間接的な表現ではありますが、凡夫即妙法蓮華経即本仏（祈りの対象）、そして本仏とは

大聖人であると説いているのが、この御書の趣旨であり、文脈上必ずそうなります。現在の

創価の教学はこの文脈を完全に無視しています。 

 

ここで注目すべきは、創価大学で行われた第７４回日本宗教学会における、宮田教授の

知人で、元日蓮正宗（日顕宗）の僧侶、花野氏の発言です。 

https://drive.google.com/drive/folders/1wSKZjIOPLvyJVxUCWU8LL-LHJrg4ZNNi 

 

―だからね、中古天台のその、イブンをずっと創価学会好きなんですよ、まあ日蓮正宗も好 

きなんですけどね。その名誉会⻑の講義って諸法実相抄講義、生死一大事血脈抄講義、

それから、もうなにしろ中古天台、それは全部、立正大学的には全部偽物だということ。 

私はそこもね、偽物なんだか、日蓮聖人にそういう思想があったのかどうかっていうこともきち

んと議論しないと。全く思想になかった中古天台宗、創価学会中古天台宗ということになっ

てしまっても、あれですからね―と。 
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その辺の議論、ようするに、大崎ルールによるならば、御義口伝も諸法実相抄も全部偽物

なんだから、それらを元にした名誉会長の講義というのは全く意味をなさない。こうした考え

が、ああした文脈を歪めた諸法実相抄の講義に繋がっている可能性が強いですね。 

 

諸法実相抄は偽書なんだけど、役に立つから、教学要綱に沿った解説をして、都合の悪

い箇所は無視しよう。こうした講義が御書根本とは到底言えませんね。「時の貫首為りと雖も

仏法に相違して己義を構えば之を用う可からざる事」と日興遺誡置文にある「己義」そのも

のです。しかし諸法実相抄が偽書とする仮定が覆されることが起きています。それが、三大

秘法抄の古写本発見。（＊）この御書にはこうあります。 

 

「寿量品に建立する所の本尊は五百塵点の当初より以来此土有縁深厚本有無作三身

の教主釈尊是れなり、寿量品に云く「如来秘密神通之力」等云云、疏の九に云く「一身即三

身なるを名けて秘と為し三身即一身なるを名けて密と為す又昔より説かざる所を名けて秘

と為し唯仏のみ自ら知るを名けて密と為す仏三世に於て等しく三身有り諸教の中に於て之

を秘して伝えず」等云云」 

 

ようするに、如来秘密という寿量品の御文が本尊の依文となっていることを、三大秘法抄

は説いています。古写本が発見されたことにより、大聖人にこのような思想がある可能性が

極めて強くなりました。そしてこの思想は、先ほど引用した諸法実相抄の「経に云く「如来秘

密神通之力」是なり、如来秘密は体の三身にして本仏なり」と全く同じ思想です。仮に諸法

実相抄が後世による偽書であるならば、誰がこのような大聖人の奥義を伝えることができた

のか、それが問題となるでしょう。同様に、以下の御義口伝の最重要の御文も全く同じです。 

 

「御義口伝に云く此の本尊の依文とは如来秘密神通之力の文なり、戒定慧の三学は寿

量品の事の三大秘法是れなり、日蓮慥に霊山に於て面授口決せしなり、本尊とは法華経の

行者の一身の当体なり云云。」 

 

これが偽書であるなら、いつ、だれが、御本尊の奥義ともいえる教えを誤りなく伝えること

ができたのか、それが問われるでしょう。この観点から考えたならば、これらが真蹟である可

能性が高くなります。大聖人でなければ、一体誰がこのような思想を間違いなく伝えられた

のか。そしてこれらの御書は、いずれも「文底の教主釈尊」＝大聖人を本尊とすることで一

致しています。 

 

従って、釈迦も大聖人も祈りの対象でない（祈りの対象は南無妙法蓮華経の法のみ）とす

る創価男子部教学室、及びそれに連なる執行部は、御書根本の精神から外れ、大聖人に

弓を引いている謗法の教えを説いているといえるでしょう。－と。 

 

（＊）三大秘法抄の故写本発見については、拙文戸田先生のご生誕日に思う―「教学要綱」の不正  

日蓮大聖人を祈りの対象（御本尊）とする文証、三大秘法抄の日向の古写本発見の衝撃 ＆単法

本尊を説く教学要綱の邪義！ https://share.google/CdecUV1NhwTWEihyZ をご参考下さい。 

 この拙文では、中村誠氏の論考を中心に三大秘法抄について解説しています。 

                            ＊＊＊＊＊ 
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 追記：私は、前回５月１７日の拙文 https://share.google/jOMUXeS1tkIFEg9pk の最終23

頁に−聖教新聞と大白蓮華の不正を自活サイトへ掲載しただけで、4月19日に役職を

解任され、その過程で幹部二人から、あなたは破和合僧であると言われた―を記し

ましが、今回の聖教新聞を読み、やはり不正は続いていると断言します。また、既

述の通り、それは「教学要綱」の邪義と同根だと再度思うと同時に、この度ではさ

らに、「教学要綱」こそが、破和合僧の化身そのものだと断言します！  

 

本日は牧口先生のご生誕日です。謹んで報恩感謝申し上げます。牧口先生の大著

「人生地理学」は、自然とそこに住む人間との相関性を論証されていますが、その

視点のひとつとして第1、４２頁に―「周囲の事物を精細に観察するならば、他日

（大）世界を了解すべき原理は(郷土)に確定されている」―とございます。 

 

この一文から、私は、結論、一地域の学会の実態は学会総体の実態を反映するの

だと思い、今回の私に対する問答無用の一方的な役職解任は現在の学会総体におけ

る弊害を物語っていると思っています。そしてそれは、この10数年の学会教学が、

日蓮大聖人と御本尊様を貶めた結果、日蓮仏法の深義―人間は宝塔、即ち、御本尊

そのもの―との根本的意識が破壊され、ひとりを大切にとの池田先生のご指導も、

忘却されたからだと感じます。 

 

 また、それは、今回、幹部が私を完全に無視し、地域組織にもそれを徹底した事

に現れていると感じます。私は、その時、幹部からの通達を黙って聞いていた数十

名の方々の人権意識にも失望です。なぜ、最重要の対話まで無視し、ひとりをそこ

まで追い詰めるのか、現代社会でこんな暴挙があってよいのか。その時、数十人の

方々は私を悪人と断定されたのだと思うと今も胸が痛いです。誰一人幹部に対して

糺さなかったのは非常に危うく、厳しく言えば、その方々も悪に加担した与同罪で

あり、身口意の三業として個々の生命に刻まれると思っています。悪の共業です。 

 

私は、このような事態の根本因は、結論、池田先生が教示された本当の諸法実相

抄講義が完全に無視され、諸法実相即御本尊の根本義が捨てられたことと同じく、

池田先生の本当のご指導が、悉く、削除、変更、改竄された現在の学会教学によっ

て、日蓮仏法、また、創価学会が本来持っていた「生命尊厳の理念」そのものが、

希薄化され、学会員さんの人権意識、もっと言えば邪悪に対し破邪顕正する生命力

が非常に低下してしまったからだと思わざるを得ません。 

 

7月5日所沢の日を迎えます。昭和53年（１９７８年）池田先生は所沢初訪問の折、

信心の理想郷所沢をと期待のメッセージを下さいました。しかし、ひとりの人を大

切にするとはほど遠い今の所沢では先生のお心に適っているのか？甚だ疑問です。

今年は所沢広布７５周年の佳節です。残念でなりません。私は、学会創立１００周

年へ、池田門下生の責務、使命としてさらに破邪顕正をしていく決意です。 

 

この拙文を親しき友人にお伝え下さい。そして、皆様の忌憚なきご意見、ご指導

を、kiiroibara.526@gmail.com にお願い申し上げます。       

                             敬白 図斉 修 

  ＊＊＊ 

＊以下、資料を添付致しました。ご参考下さい。   
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（参考） 

池田先生の「法華経 方便品・寿量品講義」を７７箇所も変更、削除、改竄した「新版 法

華経 方便品・自我偈講義」 の中で、御本尊の削除についての１０箇所。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４５．「講義」１０９～１１０頁にある小題「仏法は最高の「健康」「長寿」の法」の以下の文章があります。―  

御本尊への信心を根本として、人々の幸福のために祈り、動き、語る—そのリズム正しい繰り返しこそ、わ

が生命・生活を「長寿へ」「健康へ」「幸福へ」と向かわせるのです。私が以前、人生を健康で生きぬくため

に提案した次の‶四つのモットー″も、この信心即生活のリズムを分かりやすく述べたものです。①張りの

ある勤行②無理と無駄のない生活③献身の行動④教養のある食生活、の四項目―。いわば信心は、

最高の「健康の法」「長寿の法」でもあるのです。 

以上の経文を文底の立場から読めば次のように言えます。まず「我が所に来至する」仏の前に衆生が集う

こととは、文底からいえば、御本尊の前に私たちが端座することです。仏は、衆生の機根を見て、それぞれ

の状態に応じて法を説く|―末法で言えば、万人を救済する日蓮大聖人の慈悲の御振る舞いです。 戸田

先生は、この経文について、御本尊が、われわれの信心などを観じ、大きな慈悲を下さるのであると述べら

れました。「諸根利鈍」とは、私たちの立場で言えば、信心の厚薄といえる。信心が深まれば深まるほど、御

本尊の無量の功力を顕わすことができるのです―と。 

しかし、「新版」２４８頁では、小題も上記全文を削除。 
(私見)この、池田先生のご指導こそが方便品・寿量品講義の枢要ではないですか！ここには、人間に

とって一番大事な健康について、御本尊の素晴らしさを文底からご指導です。それをなぜ、

削除なのか！「新版」の発刊自体意味がない！     

５１．「講義」６８頁には― 表題で色香美味とは「三大秘法」の御本尊―と。しかし、「新版」３３６頁では、

この表題を完全削除して、新たな表題として、―末法における「大良薬」が南無妙法蓮華経―に変更。 

（私見）「三大秘法」の御本尊を、なぜ、削除か！言語道断！ 

 

５３．「講義」７０頁にある池田先生の以下の長文―誰もが飲める(実践できる)ようにするか。これが「良

医」としての仕事です。さて、子に薬草を飲ませる時、父は語ります。「この大薬は、色も香りも味も素晴

らしいよ。みんな、飲みなさい。直ちに苦しみがなくなり、 また、体が丈夫になるよ」と。文底から見れ

ば、御本尊の功徳が示されている一節です。御本尊は苦しんでいる人にとっては大良薬です。祈りとし

て叶わざるなく、罪として滅せざるなく、福として来たらざるなく、理として顕ざるなし、という大功徳がそな

わっています。―と。しかし、「新版」33８頁では、上記の赤字が完全削除され、ただ―この大良薬とは、末

法においては南無妙法蓮華経であることは言うまでもありません。―だけに変更。 

(私見)「講義」で池田先生が表題の「三大秘法」の御本尊が消されている。そして、「講義」では、大良薬は

御本尊と言われているのに、「新版」では南無妙法蓮華経に変更です。これはおかしい。御本尊の真義は

人法一箇です。それを「新版」では出したくないので、ただ単に、南無妙法蓮華経との「単法」のみ

でしか解釈しないのです。 そして、「御本尊」の名称自体を削除。これは、酷いです。 
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６３.「講義」１２４頁には―  大座談会運動―今、全国津々浦々に、庶民の語らいの花園が広がっていま

す。座談会は素晴らしき゛生命の広場″です。御本尊を中心とした、信心の歓喜。感激。躍動。連帯

―。その場所に、宇宙の諸天善神が続々と結集します。仏・菩薩が、皆さまの方を福運の光で包んでい

くのです。にぎやかな生命と生命の触発によって、創価学会はぐんぐんと威光勢力を増していくのです。

牧口先生、戸田先生もこの「民衆共和」の姿をどれほど喜んでおられることでしょうか。そして、日蓮大

聖人がどれほど御称賛下さっていることでしょうか。さあ、仏法の生命論を一緒に学んでいきましょう！－

と。しかし「新版」３８５頁では上記が完全削除。 

（私見）池田先生の大座談会運動への思い、御本尊、牧口先生、戸田先生のお喜び、日蓮大聖人の

御称賛を記された尊極のご指導なのです！それをなぜ、削除するか！        

 

６４．「講義」１２９には―小題が「‶常に仏と共に″の人生は強い」とあり、その「仏」の右には「御本尊」

の添え書きがあります。しかし、「新版」３８８頁では―小題が―「御本尊と共に、大聖人と共に

歩む人生を」に変更。 

（私見）なぜ、池田先生が原本で記された「仏」＝「御本尊」の「仏」を削除する

のか。勝手な変更、完全な改竄！ 

 

65.「講義」130 頁には―御本尊は、大聖人の御魂をそのまま認められた仏そのものであられる。

しかし、「新刊」389 頁では―御本尊は、大聖人の御魂をそのまま認められた「妙法と一体の」

仏の生命そのものに変更。 

（私見）「新刊」は、なぜこんな「妙法と一体に」などというまるで日蓮大聖人の生命が、別物

である妙法と一体になったかのような表現にするのか！それは結論、人法一箇を否定する底意

なのだ！ 

 

６８．「講義」１５０頁には―。 私たちが、御本尊に向かって唱題することは、この「霊山一会」に参列する厳

粛な儀式にほかなりません。唱題に励めば、己心の霊鷲山が、自身の胸中に輝いてくる。わが生

命それ自体が、虚空会となる―と。しかし、「新刊」４０７頁では、上記の赤字が削除。 

（私見）池田先生の生命観、ご指導が削除！言葉がない！ 

 

７０．「講義」１５５頁には―小題「苦海の社会を常楽の太陽が照らす」のところで―文底から言えば、つね

に住する不滅の仏とは、御本尊、南無妙法蓮華経如来です。その常住の仏が出現して説く無上の法と

は、南無妙法蓮華経にほかなりません。私たちが不惜の信心で唱える題目の声は、そのまま常住の仏

が無上の法を説く声となるのです。それは、功徳の実証などを通じて、妙法の力を私たちに教えてくれ

ます。  しかし、「新版」 ４１０頁では、上記、寿量品の最重要講義が完全削除。 

（私見）これ以上の改竄があるか！言語道断！ 
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７ １ ．「講義」158 頁には自我偈本文の― 神通力如是 於阿僧祇劫  

常在霊鷲山 及余諸住処   衆生見劫尽   大火所焼時   我此土安穏   

天人常充満 園林諸堂閣種種宝荘厳  宝樹多叢果  衆生所遊楽  諸天

撃天鼓  常作衆伎楽 雨憂陀羅華散仏及大衆―が記されています。  

そして、「講義」161 頁には―小題「御本尊は常に ‶わが胸中″にある」 

のところで、最初の「於阿僧祇劫 常在霊鷲山及余諸住処」とは文上から

いえば、阿僧紙劫という長遠の間、仏がこの霊鷲山に常住しているという

ことです。また、十方世界のどこにでも出現されるということです。文底

からいえば、私たち衆生がどこにいようと、どんな時でも厳として御本尊

は私たちの胸中にある。生命から瞬時も離れずつねに「私たちと共に」「私た

ちの側に」あられる。いつも一緒なのです。「常在」の二字を心に刻んでください―

と。しかし、「新版」415 頁では―上記文上から言えばが削除、文底からいえ

ばが→私たちから言えば、御本尊→常住の仏へと変更！  

（私見）これは言語道断！やってはいけないこと！池田先生がご指導の勤行の本義を隠

蔽！そして、文底仏法と御本尊の否定で「新版」最悪の改竄だ！ 

                         

７３．「講義」１８２頁には自我偈本文の―諸有修功徳 柔和質直者 則皆見我身 

在此而説法 或時為此衆 説仏寿無量 ―が記されています。そして、188 

頁には―小題「‶今を大切にする”のが仏法の精神」のところで―大聖人

は、末法の一切衆生を救うために、御自身の永遠の生命を御本尊として顕さ

れました。これが「仏寿は無量なりと説く」という経文の文底の意です―

と。しかし「新版」４３９頁では上記の赤字が完全削除。                         

（私見）私たちが、朝晩の勤行で読誦の自我偈の重要句「説仏寿無量」（左、

勤行要典１２頁）について、池田先生が「講義」で文底から―大聖人は、末

法の一切衆生を救うために御自身の永遠の生命を御本尊として顕されました

―とご指導なのです。この一文こそ日蓮大聖人即御本尊、つまり「人法一箇」

をご指導です！それを「新版」はなぜ削除するのか！日蓮仏

法の奥義を削除、勤行の破壊だ！                        

                               

 ＊＊＊＊＊ 

 

最後に、私のこれまでの拙文を掲示しました。ご高覧下さい。 

（アテンション７編）                                

２０２５．１．１６ 池田先生の「法華経 方便品・寿量品講義」の「改ざん」の実態が一

目瞭然！」 – JIKATSU｜創価自主活動支援サイト https://share.google/uO8aTHHsn1Uq1oGgI  

２０２５．２．２０ 教義改竄の実態を具体的に解説 – JIKATSU｜創価自主活動支援サイ

ト https://share.google/rUvbUCzMZRZbgMZN9  

２０２５．４．１５ 戸田先生のご指導とも大違背の「新版 法華経方便品・自我偈講義」

の邪説 – JIKATSU｜創価自主活動支援サイト https://share.google/QyfOUjtjPR4M56JeM  

２０２５．５．７ 図斎氏が追撃弾！全く反論不能の現創価学会 – JIKATSU｜創価自主活動

支援サイト https://share.google/4nbtx3NTNkpJrbssF  
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２０２５．８．２４ 池田先生入信記念日に、破邪顕正の論考発表！ – JIKATSU｜創価自主

活動支援サイト https://share.google/YDDWNXEzTIfXcgm5W  

２０２５．９．１２ 図斎氏が「教学要綱の不正」の続編を発表！ – JIKATSU｜創価自主活

動支援サイト https://share.google/pX63bWIXdPfnXGJUI  

２０２５．１１．１８創立 95 周年を期して、図斎氏が悪書「教学要綱」に更なる鉄槌の論考

発表！ – JIKATSU｜創価自主活動支援サイト https://share.google/DcQaf0Yo9GmOx5OA5  

 

（宗学コラム２１編） 

２０２５．９．２９「現代誤訳 四信五品抄 本尊問答抄」を読んで – JIKATSU｜創価自主活

動支援サイト https://share.google/rxk8T0hxyy552wGO9  

２０２５．１１．２８ 魂の独立記念日に思う―「教学要綱」の不正 – JIKATSU｜創価自主

活動支援サイト https://share.google/HhDdCFoFWcSVkEpyV  

２０２５．１２．８ 創立 95 周年、年末に思う―「教学要綱」の不正 – JIKATSU｜創価自

主活動支援サイト https://share.google/ngk4Ij0YIJN72ltCL     

２０２５．１２．１３ 釈尊を「永遠の仏」とする聖教新聞の邪義！ – JIKATSU｜創価自主

活動支援サイト https://share.google/3bnY4oR23fnDlsOWn    

２０２５．１２．１８ （続）釈尊を「永遠の仏」とする聖教新聞の邪義！ ―AI が聖教新

聞の不可解で詐欺的な文献引用姿勢を解説！  – JIKATSU｜創価自主活動支援サイ

ト https://share.google/gst62rydMRpYdfxLk      

２０２６．１．２ 池田先生のご生誕日に思う‐「教学要綱」の不正 – JIKATSU｜創価自主

活動支援サイト https://share.google/7Mw8y9QBF7JYNknVw        

２０２６．１．３ （続）池田先生のご生誕日に思う‐「教学要綱」の不正 – JIKATSU｜創

価自主活動支援サイト https://share.google/cjLL8ideWXGxQtdva  

２０２６．１．１０ (更なる続き)池田先生のご生誕日に思う―「教学要綱」の不正  池田

先生の著作指導の AI 検索化への疑問  – JIKATSU ｜創価自主活動支援サイ

ト  https://share.google/qMXKT1RxcValTz3rS  

２０２６．１．１８ 「御義口伝講義」を改竄の「我らは地涌の菩薩なり」を糺す – JIKATSU

｜創価自主活動支援サイト https://share.google/l0L0rreurRQPmPSQE  

２０２６．２．１１ 戸田先生のご生誕日に思う―「教学要綱」の不正 – JIKATSU｜創価自

主活動支援サイト https://share.google/CdecUV1NhwTWEihyZ  

２０２６．２．１１ 戸田・池田両先生のご指導に違背した大白蓮華１月号を糺す – JIKATSU

｜創価自主活動支援サイト https://share.google/PtMsz4fNQNZbCYj8r  

２０２６．２．１６ 日蓮大聖人のご生誕日に思う‐近刊「法華経入門」の不正 池田先生が

「法華経の智慧」でご指導された日蓮仏法の真義を無視する不知恩の書 – JIKATSU｜創価自

主活動支援サイト https://share.google/deY6hFeRD9rDYmoKs   20/21 

２０２６．２．２６ （続）日蓮大聖人のご生誕日に思う‐近刊「法華経入門」の不正 – JIKATSU

｜創価自主活動支援サイト https://share.google/RHxWjbzGsiRq7CSwp  
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https://share.google/YDDWNXEzTIfXcgm5W
https://share.google/pX63bWIXdPfnXGJUI
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https://share.google/ngk4Ij0YIJN72ltCL
https://share.google/3bnY4oR23fnDlsOWn
https://share.google/gst62rydMRpYdfxLk
https://share.google/7Mw8y9QBF7JYNknVw
https://share.google/cjLL8ideWXGxQtdva
https://share.google/qMXKT1RxcValTz3rS
https://share.google/l0L0rreurRQPmPSQE
https://share.google/CdecUV1NhwTWEihyZ
https://share.google/PtMsz4fNQNZbCYj8r
https://share.google/deY6hFeRD9rDYmoKs
https://share.google/RHxWjbzGsiRq7CSwp


 

２０２６．２．２８ 「開目抄」ご執筆の二月に思う新刊-「御書根本」の大道-の不正 – 

JIKATSU｜創価自主活動支援サイト https://share.google/vwHKdmkzPDHsMWKOz    

２０２６．３．１６ 3.16 に思う―新刊「御書と師弟」の不正 – JIKATSU｜創価自主活動

支援サイト  https://share.google/EP88GIsjWEMdbOTPG     

２０２６．３．２０ 「寿量の仏」を釈尊と回答する「SOKA D.I. SEARCH」の不正 御本尊

様の相貌について大謗法の検索は即刻、廃止すべきである – JIKATSU｜創価自主活動支援サ

イト  https://share.google/lcZcm0F3ELamfWU0Z     

２０２６．３．２９「教学要綱」の不正記述１３、及び、無視、削除された日蓮仏法の本義 

– JIKATSU｜創価自主活動支援サイト  https://share.google/bW93pyQ684XYcNsFA  

２０２６．４．２（追記版） 「教学要綱」の不正記述１３、及び、無視、削除された日蓮仏

法の本義２つ他 戸田城聖先生のご命日に、邪義‐「寿量の仏」は釈尊‐を糺す – JIKATSU｜

創価自主活動支援サイト  https://share.google/OSyp1HG6fUZVuTu2p  

２０２６．４．２８ 立宗宣言の日に糺す―「教学要綱」の重大な不正・邪義１７他 池田

先生のご指導「文底が説かれて仏法は完結」を無視した邪義「教学要綱」を、破邪顕正する！ 

– JIKATSU｜創価自主活動支援サイト  https://share.google/GDOcjCy25oTd57PTY  

２０２６．５．８「池田大作 御書と師弟 新版」の改変問題他 – JIKATSU｜創価自主活動支

援サイト https://share.google/WlZmiOVyZUcQTsOGx  

２０２６．５．１７聖教新聞の「諸法実相抄」解説他の不正を糺す！-2 – JIKATSU｜創価自

主活動支援サイト https://share.google/4gMcniA0jV87eAO4t  
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